
電力系統の停電の回避を目的としての非常用予備発電装置に係る保安管理の徹底について（対応事項チェックシート）

平成２○年○月○日
○○産業保安監督部電力安全課　殿
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名（名称及び代表者の氏名）　　　　　　印
電力系統の停電の回避を目的としての非常用予備発電装置に係る保安管理の徹底について、次のとおり対応しますので届け出ます。

【対象の非常用予備発電装置】
	種類
	※発電機メーカー、型式を記載。

	出力
	

	設置する事業場の名称及び所在地
	

	使用開始年月日
	


【対応事項の確認状況】
	チェック欄
	留意事項

	□
	電力会社との間で、運転依頼に関する事前協議がされていること。

	□
	非常用発電装置が設置された構内に取扱者以外の者が立ち入らない措置を講ずること。

	□
	非常用発電装置内の発電機の損傷防止のため保護装置を施設すること。

	□
	非常用発電装置に異常が生じた場合、安全かつ確実に非常用発電装置を停止することができる措置を講ずること。

	□
	非常用予備発電装置のメーカーが連続使用時間の目安等を示している場合、当該目安を超えて連続運転しないこと。

	□
	常用電源停電時に常用電源側の電気設備と電気的に接続しない措置を講ずること。

	□
	適切な運転管理を図るため、運転監視計画及び設備点検計画を策定するとともに、非常用発電装置の巡視、点検及び検査に関する保安マニュアルを定めること。

	□
	非常用予備発電装置に係る事故等における連絡体制を再点検するとともに、それを従業者等に徹底すること。

	□
	系統連系の有無について（有りの場合はチェック。）

	□
	※系統連系有りの場合にチェック。無しの場合はチェック不要。
受電用遮断器等により、電力系統と遮断し、連系せずに運転することを原則とするが、系統連系保護装置を施設するなど、系統連系に係る技術基準等の要求事項を満足した上で、電力系統と連系して運転する場合は、電力会社の系統運用者との間で取り決めた手順に従うこと。

	□
	様式第１により届け出た非常用予備発電装置について、その運転実績等を、様式第２により非常用予備発電装置の設置の場所を管轄する産業保安監督部電力安全課に届け出ること。


備考　１　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

　　　２　氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。

この場合において、署名は本人が自署するものとする。
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